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市
で
は
昨
年
、「
市
営
バ
ス
民
営

化
の
基
本
方
針
」
を
決
定
し
、
バ
ス

事
業
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共

交
通
へ
の
理
解
と
利
用
者
の
利
便
性

が
確
保
さ
れ
る
会
社
を
選
定
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
定
事

業
者
と
は
路
線
や
運
賃
、
各
種
無
料

制
度
の
継
続
な
ど
に
つ
い
て
協
定
を

締
結
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
民
営
化
後

の
バ
ス
路
線
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
と

し
て
、
市
と
バ
ス
事
業
者
、
市
民
な

ど
の
関
係
者
に
よ
る
「
協
議
会
」
を

設
置
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
民
営
化
を
進
め
ま
す
。

補
助
金
な
ど
の
公
的
支
援
に
よ
り
路

線
は
確
保
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
議
の
う
え
、
廃
止
が
市
民
生
活

に
支
障
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

路
線
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

路
線
と
し
て
の
維
持
は
困
難
で
あ

る
が
、
市
民
の
生
活
交
通
確
保
の
た

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
運
行
な

ど
の
代
替
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、「
苫
小
牧
市
広
域
公
共

交
通
会
議
」
の
中
で
検
討
を
行
い
、

何
ら
か
の
代
替
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
生
活

交
通
確
保
の
立
場
か
ら
市
民
の
意
見

を
十
分
に
聴
い
て
、
市
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　路線バスは市民生活にとってなくてはならないものです。市
民負担を少なくし、将来にわたって市民の足を確保していくた

めに、平成２４年４月からの市営バス民間移譲を決定しました。

　今後、約２年間をかけて、安全で安心な利用しやすい公共交

通機関が継続されるよう、民営化に向けた準備をしっかり行い

ます。市民の皆さんのご理解をお願いします。

市民の足は守ります！

※民営化後は市民サービス充実のために
市・市民・バス事業者からなる「協議会」を作ります

市営バス民営化の基本方針

◆こんな民間バス事業者に引き継ぎます

�　資本力、経営力、事業実績がある

�　安全で十分な運行体制の整備ができる

�　公共交通への理解、利用者の利便性の確保ができる

◆これまでの路線やサービスは継続します

�　路線や運賃などは継続します

�　高齢者優待や障害者の無料制度、特別支援学級

　への通学補助制度など各種サービスは継続します

�　市営バスで発行した定期券やトマッピーカード

　などは継続して利用できます

　

民
間
事
業
者
だ
と
「
市
民
の
足
を

守
れ
る
か
心
配
」、「
赤
字
路
線
は
一

方
的
に
廃
止
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　

路
線
の
廃
止
手
続
き
は
、
道
路
運

送
法
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
廃
止
予

定
の
１
年
前
に
胆
振
支
庁
と
室
蘭
運

輸
支
局
へ
申
し
出
、
６
カ
月
前
に
室

蘭
運
輸
支
局
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

１
年
前
の
申
し
出
に
よ
り
、
胆
振
支

庁
で
は
そ
の
旨
を
市
に
伝
え
、
意
向

を
打
診
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
の
廃
止
は
市
民
生
活
へ
の
影

響
の
有
無
に
よ
り
、
市
が
判
断
し
、

路
線
の
存
続
方
向
を
示
し
た
場
合
は
、

市
と
事
業
者
と
の
個
別
協
議
を
し
、

市民負担を減らし、市民の足を確保するために民間移譲します

基本方針に従い民営化を進めます !

バス路線廃止の手続き

胆振支庁・運輸支局などへ廃止の申し出

苫小牧市との協議

住民生活に支障が
ない場合

�

� �

�

法にもとづき路線の廃止手続き

� �

� � �

住民生活に支障が
ある場合

事業者に補助金
などを検討

住民生活に支障が
ある場合

コミュニティー
バスを検討

胆振支庁・運輸支局
などと協議のうえ

決　定

胆振支庁・運輸支局
などと協議のうえ

廃止を決定

胆振支庁・運輸支局
などと協議のうえ

決　定

特集Ⅰ　市営バスの民間移譲について

乗客数はピーク時の４分の１に
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苫小牧市営バスは平成２３年度で事業を廃止し、平成２４年４
月から全路線を民間事業者へ移譲することとしました
民間移譲に至った経過や民営化後について説明します

詳細　交通部総務課　�５５-４１４１

　

市
営
バ
ス
は
、
昭
和　

年
８
月
に

２５

営
業
を
開
始
し
て
以
来
、
市
民
の
足

と
し
て
生
活
を
支
え
、
身
近
で
信
頼

の
あ
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
家
用
自
動
車
の
急
激
な
普
及（　
３０

年
間
で
３
倍
）や
週
休
２
日
制
の
定

着
な
ど
に
よ
り
、
年
間
の
乗
客
数
は

昭
和　

年
度
の
１
千　

万
人
を
ピ
ー

５３

４６７

ク
に
減
少
を
続
け
、　

年
後
の
平
成

３０

　

年
度
に
は
、　

万
人
と
ピ
ー
ク
時

２０

３９４

の
約　

％
、
お
よ
そ
４
分
の
１
に
な

２７

り
ま
し
た
。

運
転
手
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
人

件
費
を
削
減
し
、
運
送
費
用
が
減
少

し
ま
し
た
。
現
在
も
運
送
費
用
の
削

減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
２０

度
の
赤
字
額
は
約
５
億
円
で
、
こ
れ

を
税
金
で
補
っ
て
経
営
を
続
け
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
市
民
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
運
送
収
入
を
現
状
の
ま
ま

と
し
て
、
南
北
海
道
の
民
間
バ
ス
６

社
の
平
均
費
用
単
価
で
試
算
す
る
と
、

約
７
千
万
円
の
赤
字
で
済
む
こ
と
に

な
り
、
路
線
に
よ
っ
て
は
国
や
北
海

道
の
補
助
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
十
分
に
経
営
が
成
り
立
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

乗
客
数
が
ピ
ー
ク
の
昭
和　

年
度

５３

の
赤
字
額
は
約
２
億
円
で
、
人
件
費

は
運
送
収
入
の
範
囲
内
で
し
た
。
昭

和　

年
度
以
降
は
、
乗
客
数
は
減
少

５４
し
ま
し
た
が
、
平
成
８
年
度
ま
で
は

２
〜
３
年
ご
と
の
運
賃
改
定
に
よ
り
、

一
時
、
収
入
は
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
８
年
度
以
降
は
景
気

の
低
迷
や
運
賃
改
定
に
よ
る
バ
ス
離

れ
を
懸
念
し
て
運
賃
改
定
を
見
送
っ

た
た
め
、
乗
客
数
の
減
少
と
と
も
に

運
送
収
入
も
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
送
費
用
は
人
件
費
の
増

加
と
と
も
に
増
え
続
け
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
か
ら
は
一
部
路
線
運
行

１４

の
民
間
委
託
や
正
規
運
転
手
の
嘱
託

市営バスと民間バスの比較
収　支
（Ａ×Ｂ）

１kmあたり単価
（Ａ）項　目

９億３，０５７万５千円３２１．４１円収 入

市営バス １４億０，９６５万９千円４８６．８８円経 費

▲４億７，９０８万４千円－差し引き

９億３，０５７万５千円３２１．４１円収 入民間バス
（南北海道の
民間バス平均）

９億９，９４５万４千円３４５．２０円経 費

▲６，８８７万９千円－差し引き
（Ｂ）　市営バスの年間走行距離　２，８９５，２９１km

市営バスの乗客数の推移

市営バスの民間移譲について
特集Ⅰ

乗客数

自家用車数

1,467
万台1,031

558

394

10.3

万人

昭和５３年 平成元年 平成１０年 平成２０年

万人

万人
万人

単位：百万円

運送収入

人件費

1,435

2,095
2,245

1,461

1,217

975

1,548

1,676 1,673

1,612

960

889

昭和５３年 平成元年 平成１０年 平成２０年

運送費用

税金で補って運行しています

3.4万台 5.7万台

8.7万台

市営バス会計の推移


